
オオノ開發株式会社　東温事業所　設備一覧

令和5年4月1日

設置場所：愛媛県東温市河之内字大小屋乙628番地1外

設置年月日 施設の種類 処理する産業廃棄物の種類 処理能力 処理方式 構造及び設備の概要

平成8年8月8日 焼却施設 12.8ｔ／日 乾留式２段燃焼炉 水冷式乾留炉

稼働時間:22時間/日 ２次燃焼炉

火床面積:20.82㎡ 助燃バーナー

水冷式減温機

バグフィルタ

鉄製煙突　51ｍ

燃焼ガス温度:800℃以上

燃焼ガス滞留時間:2秒以上

焼却灰は管理型埋立またはセメント原料と
してリサイクルする。

燃焼排ガスは、バグフィルターを経て51ｍ
煙突から大気に放出する。産業廃棄物の保
管にあたっては鋼板造屋内保管庫にて廃棄
物の飛散・流出・地下浸透・悪臭の発生を
防止する。

平成23年3月25日 焼却施設(SST施設) 120t／日 向流式ロータリーキルン 向流式ロータリーキルン

稼働時間:24時間/日 天井クレーン

キルン焼却炉

熱風発生炉

再燃焼炉

減温塔

バグフィルタ

焼却灰用灰出し設備

ばいじん用灰出し設備

炭化設備(1t/時)

鉄製煙突(40ｍ)

産業廃棄物
「ガラスくず、コンクリートくず(工
作物の新築、改築又は除去に伴って生
じたものを除く。)及び陶磁器く
ず」、廃プラスチック類、廃油、木く
ず、紙くず、繊維くず、動植物性残さ
以上7種類

特別管理産業廃棄物
感染性産業廃棄物、廃油（特定有害物
質を含む。）以上2種類

産業廃棄物
廃プラスチック類、汚泥、木くず、紙
くず、繊維くず、廃油、動物性残さ、
廃酸、廃アルカリ、動物性固形不要
物、金属くず、「ガラスくず、コンク
リートくず、（工作物の新築、改築又
は除去によって生じたものを除く。）
及び陶磁器くず」、燃え殻、ばいじ
ん、鉱さい　　以上15種類

特別管理産業廃棄物
感染性産業廃棄物、廃油（特定有害物
質を含む。）、廃酸（特定有害物質を
含む。）、廃アルカリ（特定有害物質
を含む。）　以上4種類



設置年月日 施設の種類 処理する産業廃棄物の種類 処理能力 処理方式 構造及び設備の概要

燃焼ガス温度:800℃以上

燃焼ガス滞留時間:2秒以上

焼却灰は管理型埋立またはセメント原料と
してリサイクルする。

燃焼排ガスは、バグフィルタ（触媒フィル
タ）を経て40m煙突から大気に放出する。
産業廃棄物の保管に当たっては屋内保管庫
にて廃棄物の飛散・放出・地下浸透・悪臭
の発生を防止する。

平成23年3月25日 焼却施設(SSH施設) 120t／日 向流式ロータリーキルン 向流式ロータリーキルン

稼働時間:24時間/日 天井クレーン

キルン焼却炉

熱風発生炉

再燃焼炉

減温塔

バグフィルタ

焼却灰用灰出し設備

ばいじん用灰出し設備

廃熱ボイラ・発電設備

固定室S及びL

鉄製煙突(40ｍ)

燃焼ガス温度:800℃以上

燃焼ガス滞留時間:2秒以上

焼却灰は管理型埋立またはセメント原料と
してリサイクルする。

燃焼排ガスは、バグフィルタ（触媒フィル
タ）を経て40m煙突から大気に放出する。
産業廃棄物の保管に当たっては屋内保管庫
にて廃棄物の飛散・放出・地下浸透・悪臭
の発生を防止する。

　　

　

産業廃棄物
廃プラスチック類、汚泥、木くず、紙
くず、繊維くず、廃油、動物性残さ、
廃酸、廃アルカリ、動物性固形不要
物、金属くず、「ガラスくず、コンク
リートくず、（工作物の新築、改築又
は除去によって生じたものを除く。）
及び陶磁器くず」、燃え殻、ばいじ
ん、鉱さい、ゴムくず
以上16種類

特別管理産業廃棄物
感染性産業廃棄物、廃油（特定有害物
質を含む。）、廃酸（特定有害物質を
含む。）、廃アルカリ（特定有害物質
を含む。）　以上4種類



設置年月日 施設の種類 処理する産業廃棄物の種類 処理能力 処理方式 構造及び設備の概要

平成26年5月23日 焼却施設(トンネル
キルン)

産業廃棄物
「ガラスくず、コンクリートくず(工
作物の新築、改築又は除去に伴って生
じたものを除く。)及び陶磁器く
ず」、廃プラスチック類、廃油、木く
ず、繊維くず、動植物性残さ、汚泥、
廃酸、廃アルカリ、動物系固形不要
物、金属くず、燃え殻、ばいじん、鉱
さい、ゴムくず　以上16種類

特別管理産業廃棄物
廃油、廃酸、廃アルカリ　以上３種類

10.512ｔ／日
稼働時間:24時間
／日
火格子面積:44.5
㎡

加熱分離炉
(連続式加熱炉)

専用台車による連続自動投入
再燃焼室
減温塔
バグフィルタ
鉄製煙突(51ｍ)
焼却温度:500～900℃
焼却ガス滞留時間:800℃2秒以上
焼却後の残渣は製鋼原料等としてリサイク
ルし、リサイクルできないものは管理型埋
立処分場で埋立処分する。
燃焼排ガスは、バグフィルターを経て51ｍ
煙突から大気に放出する。産業廃棄物の保
管にあたっては鋼板造屋内保管庫にて廃棄
物の飛散・流出・地下浸透・悪臭の発生を
防止する。

平成4年3月25日 切断施設 金属くず　以上1種類 345t／日 油圧破砕 油圧破砕機

稼働時間:24時間/日 バックホー　コマツ製PC型

バックホーに油圧破砕機を装着し金属くず
を切断する。粉塵の発生に注意し切断を行
う。粉塵の発生時には散水を行い、切断を
行う。

平成22年5月31日 がれき類の破砕施設 2,400t／日 ２段破砕粒径選別式 原料供給用振動フィーダ

稼働時間:24時間/日 一次破砕機　シングルトグルクラッシャー

振動篩　傾斜型振動スクリーン

二次破砕機　ハルドパクト

ゴミ取り機

磁選機　電磁式吊下げ型

低騒音型の設備を使用し、粉塵の発生に注
意し、粉塵の発生時には散水を実施し破砕
を行う。

がれき類、「ガラスくず、コンクリー
ト(工作物の新築、改築又は除去に
伴って生じたものを除く。)くず及び
陶磁器くず」　以上2種類



設置年月日 施設の種類 処理する産業廃棄物の種類 処理能力 処理方式 構造及び設備の概要

平成23年3月29日 木くずの破砕施設 木くず　以上1種類 480t／日 破砕機

稼働時間:24時間/日 ターニングスクリーン

磁選機

集塵機

搬送用コンベア

粉塵発生箇所は集塵機にて埃を集塵、コン
ベヤは密閉カバー式、機械は低騒音型を採
用する等、環境影響を防いだ施設としてい
る。

平成11年11月30日 固化破砕施設(固定式) 210㎥／日 セメント混練固化式 鉄筋コンクリート製貯留槽　210㎥

稼働時間:24時間/日 バックホー　コマツ製　PC型

セメントサイロ　30t

混練バケットBM04

低騒音型の重機を使用し、騒音の発生を防
いだ施設としている。

平成11年11月30日 固化破砕施設(自走式) 1,920㎥／日 コマツ製ＢＺ２００ ガラパゴス　リテラBZ200　コマツ製

稼働時間:24時間/日 ガラパゴス　リテラ 固化材ホッパ

ソイルカッター

３軸ロータリーハンマー

キャタピラー

バックホー　コマツ製　PC型(投入用)

改良機、重機共に低騒音型の機械とし、騒
音の発生を防いだ施設としている。

「汚泥」（建設現場から発生する無機
性汚泥に限る。）　以上1種類

ターニングスク
リーン付破砕施設

「汚泥」（建設現場から発生する無機
性汚泥に限る。）　以上1種類



設置年月日 施設の種類 処理する産業廃棄物の種類 処理能力 処理方式 構造及び設備の概要

平成21年10月20日 混合造粒固化施設 324t／日 乾式混合造粒固化式 原料受入サイロ　200㎥×2基

稼働時間:24時間/日 添加剤サイロ　  100㎥×2基

ミキサー　　　　4,000L

ベルトコンベア

集塵機

製品貯留ピット　400㎥×3基

低騒音、低振動型の機械類の設置してい
る。
粉体の保管は密閉型サイロとし、粉体の移
送は圧縮空気を使用した配管移送としたこ
とに加え、集塵機を設置することで大気へ
の粉塵の発生防止に努めるなど、環境への
負荷を低減させた設備とした。

平成23年8月26日 混合造粒固化施設 486t／日 乾式混合造粒固化式 原料受入サイロ　300㎥×3基

稼働時間:24時間/日 添加剤サイロ 　 100㎥×2基

ミキサー　      6,000L

ベルトコンベア

集塵機

製品貯留ピット　300㎥×3基

低騒音、低振動型の機械類の設置してい
る。
粉体の保管は密閉型サイロとし、粉体の移
送は圧縮空気を使用した配管移送としたこ
とに加え、集塵機を設置することで大気へ
の粉塵の発生防止に努めるなど、環境への
負荷を低減させた設備とした。

燃え殻(大気汚染防止法に規定するボ
イラーから排出されたものに限る。)､
ばいじん(大気汚染防止法に規定する
ボイラーから排出されたものに限
る。)　以上2種類

燃え殻(大気汚染防止法に規定するボ
イラーから排出されたものに限る。)､
ばいじん(大気汚染防止法に規定する
ボイラーから排出されたものに限
る。)　以上2種類



設置年月日 施設の種類 処理する産業廃棄物の種類 処理能力 処理方式 構造及び設備の概要

平成15年7月5日 分離施設 28t／日 分離・細粒 ホッパー付１次分離機

稼働時間:8時間/日 磁力選別機

２次分離機

整粒・細粒化ローラ

集じん機

コンベア

低騒音、低振動型の機械類の設置してい
る。
粉体の保管は密閉型サイロとし、粉体の移
送は圧縮空気を使用した配管移送としたこ
とに加え、集塵機を設置することで大気へ
の粉塵の発生防止に努めるなど、環境への
負荷を低減させた設備とした。

平成17年2月17日 管理型処分場 3,087,100㎥ 管理型埋立処分 吹付ウレタン遮水工法（DSC工法）

変更許可 ベントナイト混合土遮水工

平成30年5月25日 浸出水処理施設(硝化液循環膜分離活性汚
泥法、処理能力2,000㎥／日)

埋立後には覆土を行い、重機による締め固
めを行っている。

「ガラスくず、コンクリートくず(工
作物の新築、改築又は除去に伴って生
じたものを除く。)及び陶磁器くず」
(廃石膏ボードに限る。)　以上1種類

産業廃棄物
燃え殻、汚泥、廃プラスチック類（石
綿含有産業廃棄物を含む。）、紙く
ず、木くず、金属くず、鉱さい、ばい
じん、「ガラスくず、コンクリートく
ず（工作物の新築、改築又は除去に
伴って生じたものを除く。）及び陶磁
器くず」（石綿含有産業廃棄物を含
む。）、がれき類（石綿含有産業廃棄
物を含む。）、産業廃棄物を処分する
ために処理したもの、繊維くず、動植
物性残さ、廃油（タールピッチ類に限
る。）、ゴムくず　以上15種類
特別管理産業廃棄物
廃石綿等　以上1種類



設置年月日 施設の種類 処理する産業廃棄物の種類 処理能力 処理方式 構造及び設備の概要

平成14年5月10日 浸出液処理施設 2,000㎥／日 鉄筋コンクリート造

前処理＋カルシウム除去＋生物処理＋

膜処理+活性炭+消毒

浸透水調整池 7,000㎥ 調整池 鉄筋コンクリート造調整池

（新安定型） 2,000㎥ 貯留槽 鉄筋コンクリート造貯留槽

平成17年11月1日 浸出液調整池 28,500㎥ 調整池 遮水シート＋鉄筋コンクリート造

貯留容量　１４日分

処理水調整槽 2,400㎥ 貯水槽 鉄筋コンクリート造1,200トン2槽

平成14年5月10日 新沈砂・洪水調整池 18,000㎥ 貯留式 洪水調整容量

17,000㎥ 沈砂貯留容量

平成26年6月18日 無害化施設 0.1㎥／日
3.0㎥／日
3.0㎥／日

不溶化分解溶解

処理時間:8時間/日

産業廃棄物の性状を十分に把握し、特定有
害物質の不溶化、分解、溶解処理を行う。
処理は適正な操作を行うことで有害なガス
の発生を防止しつつ、飛散・流出・地下浸
透に留意し、専用の建屋内で実施する。処
理過程で発生する汚泥、廃液は全て自社の
焼却施設、管理型最終処分場にて適正に処
理する。

廃酸（特定有害物質を含む。）、廃ア
ルカリ（特定有害物質を含む。）、汚
泥（特定有害物質を含む。）、燃え殻
（特定有害物質を含む。）、ばいじん
（特定有害物質を含む。）　以上5種
類

ガスマスク（ガス事故防止用）
ポリバケツ（無害化処理用）
ポリビーカー（無害化処理用）
撹拌棒（処理液撹拌用）
スターラー（処理液撹拌用）
振とう機（処理液撹拌用）
ホットプレート（加熱処理用）
pH計（pH制御用）
ORP計（ORP制御用）
ポリタンク（処理液保管用）
濾過器（沈殿分離用）
遠心機（沈殿分離用）

硝化液循環膜分離活性汚泥法
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